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手段 ができ こがん 二おこ 子ども 保議者
撤 保育者 の 先生を るよう まコて つたア 子どもの家庭 の圓1＝肪 離 の去 の訪問 使用 子供ω 気を使 うれ 身近に 投1＝ ＝なっ 孟しし ウ済 の圓ででo〕様 対する手段 向性 媒体 保存性 形睡 発信者 即時性 の必 の必宴 形態 介在 棚 わ机 正確 鯛 しい 感じる 立つ 簗しし た一と 1と ント ○鋳子子 意見だより X 文干 O 1対 園 X X X 疋 O一疋
クフスだより X 文手 O 1対多 保育者 X X X 定期的 O一定 一 ◎ ■ O 一 ◎ O △ O △ ◎
諸連絡の手紙 X 文字 O 1対多 X X X 随時 O一定
一■ A■一?[ス X 文字 O 1対1 保育者 △ X X 随時 O 不定
お知bせ袋 一保育者 O O◎ O◎X O OO O ◎伝えて妬勃一器弼菖甚袋 O文字 O 1対1 △ X X 随時 O不定 11・・！
保護者 X OxO一 一 ◎ ■伝える〕 ◎ O
電話 保育者 xOO ■ ◎ ◎ O 一握丞∫鍍訟…習話 X X ◎ △・O音声 X 1対1・．・．’．・… △ X △ 随時 X 不定
保護者 XO◎ Ox一 ・ O 一伝える） △ △
先生との立ち話 保育者 O 一握えてもらう〕
ﾎ笙とδ笠ぢ膏舌
◎ O ◎ O O△ X △ ◎O対面 x 1対1 1一一一．一■■一一一 △ O X 随時 X 不定
保護者 Ox■伝える〕 ◎ O ◎ O O O △
懇談会 保育者 I O X ■ ◎ ◎ 一＿伝え磁ら勃．一．、 O O△ ◎O対面 X 1対ユ ・’・一’．．． ■1 ■懇談会 X O X 定期的 X 一定保護者 x O X O ◎ ◎X 一伝える〕 ◎ △
参観日 X 対面 X ユ対多 保育者、 O Ox 定期的 X 一定 一 一 X O 一千ども ◎X ◎ O △ X ◎
家庭訪間 保育者 X ■握えてもらうし．蒙建読酊一一一’ X Ox◎ OxO X x X ◎O対面 x 1対ユ 一一一一・一I一一一 X X O定期的 X 一定
保護者 X O X OxO◎X ’伝える〕 ．灘 O △
運動会、音楽会 X 対面 x ユ対多 園、保育 O O X 定期的 X 一定 ■ ■ x ◎ ■などの行事 者、子ども O ◎ ◎ △ X △・











































































































































  ／電子掲示板を用いた幼稚園と家庭の連携   システムの開発と実践の評価
    大量データの有効利用
第3章電子掲示板上の単語出現頻度とその変化  ／形態素分析を用いた電子掲示板の分析   ツールの開発と分析事例
第4章 電子掲示板上の活動を把握する指標





















学校法人玉川学園（2001） CHaT Net（Chi1dren Homes and Teachers














































































    」れまでの保育者やりとり
1…（1！鷲セ．ゾ
フィードバック   データベース
                  ＆               llSサーバ（ASP）
  メッセージ      一＼
           写真   ＼
           メッセージ 1
      」・／     ＼・  一／
      インターネットー∵     ㌧    1 保護者用
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        撞組
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    のことかな？と思っていました。バラバルーンか！と納得
    しました。写真をOOと一緒に見て「これこれ！OOちゃ
    ん半分写ってる」「蛙やで」と大喜びです。家族で楽しん








    激！！です。毎日の幼稚園での様子がわかって、嬉しいて
    す。！（＾o＾）！うちは、細かく色々お話してくれないの
    で、聞き出すのに苦労してました。これだと、写真を見な
    がら「こんなことしたんだね」とたくさん話ができそうで
一45一
す。先生は大変かもしれませんが、、、今後ともよろしく
















    なり洋服づくりのことを話してくれました。rとても楽し
    かった。みんなで作ったよ。手裏剣も作ったんだよ。かっ
    こいいよ。」次から次へと話してくれます。（以下略）








    手をする時間が少ないうえ、園から帰っても外に出ること
    があまりないので、園で思いっきり発散しているのだと思











































    わかりますか？
連絡帳と比べて、お子さまの様子が
   よくわかりますか？
連絡帳と比べて、家庭の様子を伝



























































































年長組 年中組    年少組
           大学でパソコン      パソコンを中麟器の使蕃驚で議欝轟講前
                  元々はあまりでき
文字の入力習 以前からでき問題なく入力で なかったが、この
熟度     た     きる     実践をやり始めて











   ムノを庭い始めて操作というのはナぐ／こ質れました力）9倖／こ、
   難しいとい5ところがあったら、解かせて欲しいんでナけと。
   ここが薙しかったとか。
牟麦∫いつ色やっているのは蔚単、とい5カ）、それは厨麗ないんで
   ブ’／プど’。 な！レカ）突然上塗ラ颪颪／こいってしまったク
年少’前なここのコン右ン戸が茨げてたクといった、ちょっとした
   ことに
牢麦二対応ができないんでナよ。分からないから。教左てるらつた
   ままやったら、そのままヌムーズにいけば何色解題はないん




   ぐ場たクしました9
年少∫最初はずっと克でたんでナげと“、質れてきたらそんなに克な






























  総量といクの／才肩萱美／こ塘左た／し。だ“と、思いまヲ」／プ’れと’色、 異体




   か何かあつ虐酵はククヌ全貞に右左たいので、一λすっλれ
   る！レて亭、そクいク時／才一Z勝肩タくらいカ・カ・クまラ」。7石亨厨以上、7
   酵厨半く“らい。 ピ勉のノしと話Zノなカざらノ芽屡〆才 7 β手厨9タク 30









   ど’、ククヌの方にλれるメッ右一ジの量と、像λの方／こλれ
   6量を粛餅ナることで、持厨的な二負担を身う粛餅ず．るといク
   ことなやクましたか9全βは征しいからクラヌの方たけスれ




















   や、これ邑やらなぐつちや、つてい5。
筆者∫どっちかってい5と、やクたいゲれと邑停厨的にこう搾し道







   ういう、やクたいとか、楽しいとかいう一面があったから9
年少jやっぱク返事が返ってくるよ〃こなってからは、ナごい楽し
   いっていラか、楽しみってい5か、それがちょっとあったん
   でしょ久ね。
筆者jど’5でナか9
年中二歳勿は返事を返して邑らつてたんでナけと、堤逝はあんまク
   減ってるんで、辛いと、雷クとき色。
牢麦二多分クちぽ比較的少ないと、原クんでナよ、返事が。楽しいの












牽き者∫ い／プれ／ヂいきたい。 負担にならない範厨で、 うまく粛餅しな
   がらだったら綻／プ’ていきたいと9
年表1色つとるつとみんなが児てくれるなら、やつはクやクたいと
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          「茶答」のプログラム 旦
           を呼び出して監視／連携
元のメッセージ その
投稿者や宛先、投稿日 十形態素分析の結果
Step1    ↓
電r…i・・」の・・
      品詞や単語の基本形、投稿者、
      売先を指定レて、メッセージ
      や単語を銀り込む
  「ChaiLd」のDB
     条件に合った各メッセージごとに、
Step3  絞り込んだ複数の単語が何回出現
     するかを集計。頻度表（共起表）
  CSVファイル






















































































































呆胃 σ）み （頻叉） 呆言．．の （頻叉） 共通 （呆目 頻叉） （呆冒 頻叉）
1けいこ 1929家 866先生 2106 1693
2子ども 1178陽 564幼稚園 859 1048
3製作 1045子供 401お願い 620 562
4色 816心配 261友達 2660 385
5お部屋 753アルバム 213楽しみ 1108 379
6笑顔 663疲れ 174自分 1311 313
7プロツク 626ビツクリ 171写真 361 299
8折り紙 610親 155話 414 292
9喜び 547母ちゃん 145練習 343 270
10観察 545お世話 140様手 741 250
11立目 503お迎え 135一緒 1087 246
12グループ 496成長 134運動会 637 246
13クレパス 481本人 128バス 793 238
14お稽古 459安心 125参観 880 237
15口 453遠足 121顔 972 222
16絵本 449名前 110気 414 215
17カ 445教室 101子 554 207
18形 442おかけ 97プール 703 206
19絵の具 437人 97絵 1151 192
20思い出 435主人 93姿 460 192
21ハーモニカ 429事 92お話 1304 186
22粘土 384休み 87学期 836 178
23協カ 383言葉 87圭戸 1431 158
24足 377リレー 86手 1180 158
25お手伝い 375熱 85お母さん 751 154
26リズム 372感じ 84弁当 1169 140
27お話し 369星 84遊び 897 138
28お母様 356ハイ 81保育 472 131
29自信 356体操 81遊戯 1008 126


































































































































































































































































































































































































































    ） 1綴紅．．織示部
い学習者1みノ
騒   騒
iiionlineのDB      指標表示システム滞DB
縦く  グ灘粋緊
             ＼      ㍗灘■断…指標算出部
       ＼ノ   メッセージ、！単語
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       ヨ〕．08535        10．80919002613（値入の総単語数ノ1（個人の総単語 1（個人の覇貢エントロピ
姦篶鮮語麟箪の1薦慧7責エン1
鍛鍵灘鰺灘ン1















   1ユーザm6811ショ言≡≡
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陣阿弼   209丙r  庫r蘇
汚障百一……1訂r旺………肝啄


































































































掲示板口 新規投稿返信数  閲覧数  被返信数平均被閲嚢階層発 全発言被メッセ．ジ単語数占単語種類エントロ
グイン回       一返一返一率出率率 率ピー比率総言十                    30フ9     193      310    6839       59   516．974    56．80フ    17．948     1．OO0     1．OO0     4．21日    37．703
平均値        50．475  3．榊  5．082 112．115  0．96フ
帝稟皇阜｛扁き…               75．372     3．40フ     5．19－   143．907    0，912
最大値         314   12   22  562   3
最小値          O   O   O   O   O
線形変換後の平均値   1．643  2．055  1．924  1．798  2，290
線形変換後の標準偏差   O．960  1．136  0．945  1．024  1．216
8．4フ5     0．931    0．294    0．016    0．016    0．069    0．61畠
畠．017     1．309    0．299    0．015    0．016    0．061    0．408
22．429     6．OO0    1．OOO    O．064    0．051    0．205    0．951
  0     0     0     0     0     0     0
2．511     1．621    2．177    2．031    2．283    2．34フ    3．599
1．430     0．873     1．196     0．935     1．242     1．195     1．717
表4－4 各参加状態指標間におけるpearsonの相関係数（N＝61）
                 榊は1％水準、＊は5％水準で有意
掲示板口 新規投稿 返信数  閲覧数  被返信数 平均被閲 墾階層発 全誓言被 メッセ・ジ単語数占 単量吾種類 エントロ
クンロ                  ！返！返’            ピー比
掲示板ログイン回数 1    0，432紳  O．561神  O．92了榊  O．354料
新規投稿     O．432神  1    0．49榊  O．43紬  O．533料
返信数      O．561軸  O．棚紳  1    0，628紳  O．581神
閲覧数      O．027神  O．43神  O．628榊  1    0．一09紳
被返信数     O．354紳  O．533神  O．581軸  O．409軸  1
平均被閲覧数   O．458榊  O．68榊  O．612神  O．523神  O．666料
親階層発言被返信奉O．258‡  O．525軸  O．325ヰ  O．226  0，423神
全発言被返信奉  O．137  0，448神  O．213‡  O．η   O．644紳
メッセージ占有率  O．586神  O．］96神  O．g1竃料  O．032榊  O．646紳
単語数占有率   O．614神  O．795神  O．丁01神  O．630神  O，108神
単言吾種類占有…事     O．637‡中   O．798‡‡   O．784榔   O．668神   O．73‡ホ
エントロビー比率   O．452神  O．669梓  O．694神  0，533榊  O．731神
O 458神   O．258‡    O．137     0，586‡‡   O．614神   O．637中‡   O．452＊‡
O．6S榊    O．525‡｝   O．448榊   O．796料   O．フ95中｝   O．798‡‡   O．669中｝
O．6 2神   O．325‡    O．273‡    O．918神   O．761榊   O．784幸一   〇．694‡‡
O．523中｝   O．226     0，17      0，632＊‡   O．639‡‡   O．068‡‡   O．533‡‡
O．066‡‡   O．423紳   O．竈44‡串   O．646‡‡   O．708中‡   O．73料    O．731ヰヰ
1       0，384軸   O．511＃‡   O．734料   O．796神   O．803榊   O．742‡‡
O．38 神    1        0．64紳    O．465‡‡   O．46‡ヰ    O．483軸   O．496‡‡
O．511‡‡   O．64ヰ‡    1       0，394‡‡   O．425＃‡   O．469＃ヰ   O．65料
O．734‡‡   O．465神   O．394幸一   1       0，891中｝   O．907軸   O．787中‡
．796幸‡   O．40‡“    O．425‡｝   O．891申｝   1       0，986軸   O．752‡‡
O．803‡申   O．483非ホ   O．469拍一   〇．907ヰ｝   O．986料   1       0，812串｝




















掲示板ログ新規投稿 返信数  閲覧数  被返信数 平均被閲覧親購眉発言全発言被返メッセージ占単語数占有単語種類占エントロピ．ソロ  板1＝・比受講者10，399榊 O．578料 O．580榊 O．482榊 O．563榊 C．4gg紳 O．501料 O．454榊 O．666紳 O．687料 O．698榊 O．652榊受講者20，475神 O．511榊 O．422神 O．4gO紳 O．408神 O．426紳 O．398料 O．393神 O．526紳 O．605神 O．614紳 O．522耕受講者30，552榊 O．7η料 O．729料 O．619料 O．651料 O．ηO料 O．48フ料 O．484神 O．860料 O．903料 O．915料 O．789淋
0茉受講10，428榊 O．フ83紳 O．756榊 O．531料 O．553料 O．フ66神 0453料 O．425料 O．882榊 O．795榊 O．818紳 O．818紳
未受講20，435料 O．737紳 O．735料 O．4gg料 O．628料 O．754料 O．485榊 O．530榊 O．846榊 O．802神 O．833神 O．857榊
未受講30，432神 O．687榊 O．770榊 O．53g榊 O．530榊 O．704榊 O．507淋 O．380榊 O．848神 O．フ85料 o．801榊 O．704耕
未受講40，505榊 O．689神 O．693榊 O．556榊 O．592榊 O．フ02榊 O．454榊 O．42g紳 O．795榊 O．788神 o．815榊 o．817紳
平均値 O．467  0．6η  O．666  0．535  0．559  0．649  0．464  0．433  0．η1  0．769  0．784  0．722
表4－6 参加状態指標と各学習者の影響力の評定間のpearsonの相関
係数（N＝61）。。は1％水準、。は5％水準で有意
掲示板ログ新規投稿 返信数  閲覧数  被返信数 平均被閲覧親階層発言全発言被返メッセージ占単語数占有単言書種類占エントロピーインロ 返≡≡率比受講者10，469榊 O．645榊 O．466神 O．498神 O．467淋 0，504料 O．534神 O，440神 O．6η料 O．667淋 0．6η榊 O．578榊受講者20，444榊 O．519榊 O．453紳 O．483榊 O．428料 O．456榊 O．444榊 O．392料 O．550紳 O．604料 O．628榊 O．561榊受講者30，638料 O．723神 O．689榊 O．668紳 O．612榊 O．622料 O．429榊 O．452糊 O．808淋 O．841榊 0，841紳 O．657淋
’巣受講10，410淋 O．793榊 O．718軸 O．516紳 O．583料 O．730榊 O．50フ料 O．469神 O．860軸 O．780榊 61墓6盲蝶…一〇．819料
未受講20，298＊ O．714料 O．664神 O．388淋 O．598淋 C．721神 O．587料 O．590軸 O．786神 O．フ64神 O．774神 O．737紳
未受講30，464紳 O．738淋 0，684榊 O．510榊 O．543料 O．628料 O．582榊 O．457料 O．811神 O．814榊 O．809神 O．698料
未受講40，560神 0，632榊 O．743榊 O．570紳 O．593神 O．656神 O．478神 O．458紳 O．804淋 O．787榊 O．823糊 O．851紳






























































頻   全体自筆出 数  全体引用 数  個人自筆  数 個人引用数
1局    532非衛    80日    31人間  92人       449人      70人       23技術   6
3顔     349人間    67自分    17顔   54技術     331情報     60コミュこケーション17情報   5
5コミューケーション324メディア    41人間      17メディア  5
6人間     318社会     36講義     16芸術   4
7研究     283研究     35話      14事故   4
8メディア     274コミュニケーション33表情      14ロボット  3
9自分     259世界     26デザイン   14味    3
10社会     240企業     26顔      11原発   3
11授業     218分野     26メディア    11解釈   2
12講義     215顔      25技術     10性格   2
13学際     209ネット     22意味     10人    2
14先生      196先生     22先生     9 環境   2
15話      164自分     21感情     9 機能   2
16表情      162授業     19言葉     8 一つ   2
17世界      155話      18写真     7 意味   2
18通信   139ゲーム  18街   7停止  219意味     137コンピュータ  17空間     6 人類   2
20分野     128環境     17内容     6 原子力  2
21環境     121ブランド    16感性     6 そのもの 2
22空間     118競争     16ミス      5 教育   2
23時代      108産業     16部分      5 社会   2
24コンピュータ  95 講義     15工学      5 作品   2
25システム    92 学際     15データ     5 コンセプト 2
26生活      92 空間     14生活     5 影響   2
27関係     91 意味     14ボタン     5 コンピュータ2
28心      90 他      14価値     5 レベル  2
29科学     89 形      13表現     5 開発   1
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第5章まとめ
 本研究では、近年盛んになりつつある教育におけるインターネッ
ト利用の中でも、とりわけ幼稚園における電子掲示板を用いた教育
実践に注目した。
 幼児教育においては、子どもが家庭を基盤としながら次第に活動
場面を広げられるように留意することが求められている。そのため、
幼稚園等の幼児教育機関では、連絡帳などの様々な手段を用いて、
家庭との連携が図られてきた。しかし、筆者が幼稚園と家庭の連携
手段に関する調査を実施したところ、従来の連携手段では、子ども
に関する情報を頻繁かつ詳細に伝えあうのが困難であることが確認
された。
 そこで、本研究ではこうした問題を解決するために、画像を添付
できる電子掲示板を用いた幼稚園と家庭の連携システムを開発する
と共に、このシステムを実際に幼稚園で運用し、家庭との連携に対
する効果を検証した。
 次に、このような実践を行うことで、電子掲示板上に保育に関連
する大量のログデータが蓄積されることに注目した。ログデ』タの
中から、実践に関する有効な情報を取り出すことができれば、その
情報を用いて幼稚園と家庭との連携を促進することができるのでは
ないかと考えた。そこで、形態素分析を用いて電子掲示板のテキス
トデータを単語に分解し、保育者と保護者の使用単語一覧や任意の
単語の時系列頻度変化を表示するソフトウエアを開発し、分析を試
みた。
 また、上記のように、電子掲示板に蓄積された大量のログデータ
を有効利用するというアプローチは、幼稚園における電子掲示板以
外にも応用できると考え、高等教育におけるe－1eamingで利用されて
いる電子掲示板に注目した。電子掲示板を用いたe－1eamingでは、学
習内容を教える教授者の他に、電子掲示板上の学習者の活動をモ二
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タリングするゴーディネータ（あるいはメンター）をおく場合があ
る。こうした場合、ゴーディネータは、大量のメッセージを読みな
がら、各学習者の学習状況を把握することを求められることが多い。
 そこで、電子掲示板の学習者の参加状態に関連すると思われる指
標を複数設定し、電子掲示板に蓄積されたログデータからそれらの
指標の値を算出して、どの指標が学習者の参加状態や発言傾向を把
握するのに適しているかを検討した。さらに、ここで用いた指標を
幼稚園の電子掲示板のログデータにも適用し、検討を行った。
 以下、各章で明らかになった知見について述べる。
 1章では、幼児教育において、幼稚園と家庭の連携が重要である
ことについて先行研究をふまえながら明らかにした。そして、これ
までどういった手段で幼稚園と家庭の連携が行われてきたかを、あ
る私立幼稚園を対象に行った調査の結果より検討した。その結果、
従来の手段の中では、連絡帳が、双方向のやりとりが可能な点や、
多様な情報を伝達できる点で優れていることが明らかになった。し
かし、「子どもが園にいる間に保育者が多数の園児の連絡帳を書く
必要がある」、「文字だけで情報を伝達する必要がある」といった
制限があるため、連絡帳を用いて子どもに関する情報を頻繁かつ詳
細に伝えあう実践を行うことが困難であることが示された。
 このような問題点は、インターネットを利用すれば解決できるの
ではないかと考え、インターネット上で保育者と保護者が容易に情
報交換を行うことのできるシステムの開発について検討した（詳細
2章）。
 さらに、こうしたシステムを運用した場合、保育に関連する大量
のログデータが得られる。これらのログデータには、保育を行うた
めに参考となる情報が含まれていると想定される。故に、これらの
情報を有効利用する方法について検討した（詳細3，4章）。
2章では、インターネットを用いた幼稚園と家庭の連携システム
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の開発と評価について述べた。
 このシステムは、保育における日々の子どもの様子の伝達や、保
護者との頻繁な情報交換に適した手段がないという、1章で述べた
結果をうけて開発したものであり、画像を容易に添付できる電子掲
示板を備えている。
 このシステムを、ある幼稚園に導入して実践を行った結果、分析
対象とした2か月半の間に、約90家庭中およそ7割の家庭で利用
され、保育者一保護者間で2500件以上のメッセージが交換された。
 保育者一保護者間で交換されたメッセージをカテゴリー分析した
結果、保育者からは、幼稚園における保育の様子が最も頻繁に伝え
られ、保護者からは、家庭における子どもの様子が最も頻繁に伝え
られることが明らかになった。特徴的な例としては、子どもの様子
が園と家庭とでは異なっていることに、保育者と保護者の双方が気
づくやりとりがみられた。
 次に、保護者を対象としたアンケート調査において、システムの
利用を通して、これまで気づかなかった子どもの様子に気づいたこ
とがあるかを、1～5の5段階で質問した結果、平均値は4．4と高
かった。これは、子どもにとっての幼稚園と家庭の連続性を高める
ために重要なやりとりが、システムを通して行われていることを示
すものと考えられ、このシステムの幼稚園と家庭の連携に対する効
果が示唆された。
 また、システムの利用しやすさに関して、保護者を対象としたア
ンケート調査を実施したところ、次のような結果が得られた。シス
テムのデザインがわかりやすかったかどうかを5段階で質問したと
ころ、平均値は4．2と高く、またシステムの操作が簡単であったか
を5段階で質問したところ平均値は4．0と高かった。これらの結果
から、保護者にとってシステムが簡単に利用できるものであること
が示された。保育者に対するインタビュ』においても同様の質問を
行ったところ、システムの操作に関しては容易に行えることが確認
された。
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 3章では、2章で示した幼稚園と家庭の連携の実践において電子
掲示板から得られたログデ』タの分析について述べた。
 ここで開発したソフトウエアは、形態素分析を用いて電子掲示板
のメッセージデータを単語に分解するとともに、各単語に、その単
語を書き込んだ利用者の名前や、書き込まれた目付といった情報を
付与してデータベースに格納することができる。さらに、この情報
を自動的に集計することで、保育者や保護者が書き込んだ単語の一
覧（以下、利用単語一覧表）を作成したり、任意の単語の時系列出現
頻度変化を表示したりすることができる。
 2章で述べたシステムを用いて実践を行っている幼稚園におい
て、2001年度に電子掲示板でやりとりされた22900件のメッセ』ジ
データを対象とし、このソフトウエアを用いて、保育者と保護者の
利用単語一覧表を生成し分析した。その結果、保育者は保育に関す
る専門用語を多く使用するのに対し、保護者は家庭生活に関連する
単語を多く使用しており、両者の発言の傾向に差異があることが確
認された。さらに、実際に行われた複数の行事名の時系列出現頻度
変化を表示させたところ、各行事名の時系列出現頻度変化は実際の
行事の実施目と連動していることが明らかになった。
 これらの結果をふまえ、通常、電子掲示板の全メッセージに目を
通すことが難しい管理職や、他のクラスの電子掲示板をみることが
難しい保育者に対して、利用単語一覧表や任意の単語の時系列単語
出現頻度変化を提示することで、電子掲示板におけるやりとりの概
要の把握を支援するといった利用方法を提案した。
 4章では、高等教育のe－1eamingにおける電子掲示板の利用を取り
上げた。こうした電子掲示板においては、学習者をオンラインで支
援するゴーディネータがおかれることが多い。ゴーディネータは、
電子掲示板上の学習者の書き込みをモニタリングすることで学習者
を支援するため、学習者の数が増えるにしたがってゴーディネータ
の負担は増加することになる。こうした問題に対応するため、ここ
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では複数の指標を設定し、電子掲示板に蓄積されたログデータから
これらの指標の値を算出して、どの指標が電子掲示板における学習
者の参加状態や発言傾向を把握することに利用できるかを検討し
た。
 また、2章に示した電子掲示板を用いた幼稚園と家庭の連携の実
践においても、管理職等が全てのメッセージに目を通すことが難し
いという同様の問題がある。そこで、幼稚園の電子掲示板における
保護者の活動把握にも、ログデータから算出した指標の値を利用で
きるかどうかを検討した。
 ある大学のe－1eami㎎で用いられた電子掲示板では、2002年度前期
の授業期間中に61名の学習者が503件のメッセージをやりとりし
た。この電子掲示板のデータを用いて、学習者ごとに、ログイン数、
返信数、発言教、使用単語数、使用単語の種類などの指標の値を算
出した。これに平行して、電子掲示板上のやりとりを十分に把握す
る8名の評定者から、各学習者の議論に対する積極性や影響力に関
する5段階の評定結果を得た。各指標の値と評定の結果との相関を
求めたところ、特に使用単語の種類は、積極性と影響力のいずれと
も0．7以上の強い相関を示すことが明らかになり、この指標を電子
掲示板における学習者の活動把握に利用できる可能性が示唆され
た。
 また、実践に参加したゴーディネータに対するインタビューの結
果から、各学習者の使用単語一覧表や任意の単語の時系列単語出現
頻度変化表は、議論の概要を把握することなどに有効であることが
示唆された。
 次に、幼稚園の電子掲示板に関して、保護者が書き込んだメッセ
ージ計16398件を利用して、各保護者の発言教、単語の種類、エン
トロピー等指標を算出した。これに平行して、各クラスの保育者、
計13名に質問紙調査を行い、各保護者から知りたいと思った情報
をどの程度知ることができたかの回答を得た。各指標の値と質問紙
調査に対する回答の結果との相関を求めたところ、特にメッセージ
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から算出したエントロピーは、0．7程度の強い相関を示すことが明
らかになり、この指標を保護者の電子掲示板の活用状況の把握に利
用できる可能性が示唆された。
 今後は、2章で示した幼稚園と家庭の連携の実践を継続するとと
もに、分析の事例を増やすことで、3章や4章で有効と考えられた
指標の精度を上げ、さらに、その指標を保育者や管理職にわかりや
すく提示するシステムを開発して、実践に対するフィードバックに
利用する検討を進めたいと考えている。
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